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令和７年度 第１１回杵築市農業委員会総会議事録 

令和８年２月６日 金曜日 午前９時３０分 杵築市農業委員会総会を 杵築十王教育文化会館

２階会議室に招集した。 

１．総会に出席した農業委員は次のとおりである。 

1番 宇留嶋 雄 蔵 2番 長 友 礼 子 3番 藤 原 洋 三 

4番 小 野 弘 文 5番 田 坂 圭 司 6番 阿 部 正 俊 

7番 古 宮 輝 美 8番 永 野   恵 9番 河 野 秀 徳 

10番 岩 尾 一 也 11番 藤 松 美 潮 12番 廣 石 良 幸 

13番 松 田   司 14番 木 村 房 雄   

１．総会に欠席した委員は次のとおりである。 

1番 宇留嶋 雄蔵   8番 永野 恵 

１．総会に参加した農地利用最適化推進委員は次のとおりである。 

河 村 全 明 緒 方 幸 茂 工 藤 健 司 川 野 勝 彦 杉 本 幸 雄 

片 岡 正 子 藤 崎 公 徳 荒 巻 良 直 三 浦 政 己 川 﨑 孝 子 

古 宮 政 俊 加 藤 定 一 甲 斐 義 信 伊 藤 美 生 宮 本 達 夫 

豊 田 健 二 野 田 由 紀 三 浦 真 治   

１．総会に出席した事務局員は次のとおりである。 

事務局長 佐 藤 敬 一 次長兼農地・管理係長 中 根 幹 雄 

農地・管理係主査 梶 原 由 紀 子 農地・管理係主査 阿 部 貴 之 

    

１．総会に提出された議事案件は次のとおりである。 

議案第 ４６ 号 農地法第３条の申請について 

議案第 ４７ 号 農地法第４条の申請について 

議案第 ４８ 号 非農地証明願いについて 

議案第 ４９ 号 農用地利用集積等促進計画（案）に対する意見について 

議案第 ５０ 号 農用地利用集積等促進計画(案)の所有権移転について 

議案第 ５１ 号 令和8年度農作業標準料金の設定について 

報告第 １２ 号 
農地法第１８条第６項の規定による賃貸借権並びに 

使用貸借権の解約受理について（合意解約） 
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議長  それでは、令和７年度第１１回杵築市農業委員会総会を開会いたします。 

   （ ９ ： ３５ 開始 ） 

議長 本日の議事録署名委員を農業委員会会議規則第１３条第２項の規定により、９番、河野秀徳委

員、１０番、岩尾一也委員の両委員を指名いたします。続きまして、会議書記の指名であります

が、書記については事務局職員より中根次長並びに阿部主査を指名いたします。 

議長 本日の議事案件は、議案第４６号から議案第５１号までの５議案３６件と報告事項が提出され

ています。慎重審議をお願いします。 

議長 まず、はじめに「議案第４６号」「農地法第３条の申請について」を議題といたします。１番

について、事務局の説明を求めます。 

阿部主査 事務局の阿部です。よろしくお願いします。 
議案書１ページをお開きください。  
「議案第４６号」農地法第３条の申請について 
農地法第３条第１項及び同法施行令第１条により、下記のとおり許可申請があったのでこれを

許可することについて意見を求める。 
番号１番、申請人、譲渡人、杵築永代橋区、村上美代子、７７歳。譲受人、杵築西大内山区、

藤原英一、７５歳。申請の土地、大字大内字塩浜、地番７６２１番、地目、台帳現況ともに田、

地積１，５９６㎡、他２筆、合計３筆の３，１６２㎡。譲受人の経営面積は、田畑合わせて３６．

３a。理由は、管理が困難、相手方の要望です。 

以上です。 

議長 １番について、工藤健司農地委員より説明願います。 

工藤委員 1月20日に委員と事務局2名と村上氏で現地確認を行いました。現地はジョイフル裏手の塩田地

区です。村上さんは77歳で高齢ですので今後の管理が難しく、今回の申請となりました。譲受人

の梶原氏は75歳ですが、後継者がおり、稲作の機械が揃っていますので、問題ないと思います。

審議をお願いします。 
議長 １番について、廣石良幸農業委員よりご意見があればお願いします。 

廣石委員 村上さんと梶原さんの関係性についても問題ないと思います。譲受人の梶原氏も真面目な方

で、農業に取り組むとのことなので問題ないと思います。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

阿部主査 許可基準です。今回、農地の管理が困難な譲渡人と、申請地周辺農地を耕作している譲受人と

の間で売買の話がまとまったため申請となりました。 
譲受人は、現在、会社勤めをされていますが、退職し農業に専念するとのことで、既に申請地

も耕作しており、取得後も、引き続き水稲を栽培していくことから、今回の農地取得に関して耕

作及び管理については問題ないものと判断されます。許可条件についてですが、Ａ４の許可基準

一覧をご覧ください。番号１番です。特に不許可の要件に該当する項目はありません。 
以上のことから、藤原英一さんの農地法第３条第２項に規定される農地取得について、不許可

の要件にいずれにも該当しないため問題ないものと思われます。 
また、地域計画及び墓地についても確認しました。 
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以上です。 

議長 次に、２番について、事務局の説明を求めます。 

阿部主査 番号２番、申請人、譲渡人、別府市、大石正敏、５５歳、譲受人、杵築東溝井区、大石唯生、

８３歳、申請の土地、大字溝井字小平、地番７５５番５、地目、台帳現況ともに田、地積８７４

㎡、合計１筆の８７４㎡。譲受人の経営面積は、田畑合わせて１３５．４ａ。理由は、市外在住

のため、相手方の要望です。 
以上です。 

議長 ２番について、荒巻良直農地委員より説明願います。 

荒巻委員 農業委員と事務局2名と大石正敏さんで現地確認を行いました。場所は北杵築コミュニティセ

ンターの裏を徒歩で2～3分歩いたところです。譲受人は野菜・麦・水稲等を作付けしており、今

回の土地の隣接地も所有しています。相手方の要望による所有権移転の申請のようです。今回の

土地では水稲と小麦を植える予定です。農機具は耕運機、田植え機、トラクターなどをもってい

ます。常時雇用の人は１名、６年以上の農業経験があるので十分と思います。東溝井の法人が作

っていた土地で、管理が行き届いています。問題ないと思っていますので、審議をお願いしま

す。 

議長 ２番について、河野秀徳農業委員よりご意見があればお願いします。 

河野委員 大石さんは年齢が高いですが、パートさんを入れながらしっかり耕作しているとのことで、隣

の土地も耕作中ですので、問題ないと思います。次回はその隣の土地も申請するとのことなの

で、よろしくお願いいたします。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

阿部主査 許可基準です。市外在住で管理が困難な譲渡人と、申請地周辺に居住し、周辺農地も耕作して

いる譲受人との間で売買の話がまとまったため申請となりました。譲受人は譲渡人と知人であ

り、申請地周辺及び隣接地を耕作しています。申請地は、これまで営農組合が管理していました

が、譲受人が受けることにより、周辺農地一帯が譲受人の耕作農地となります。取得後は、水

稲、小麦を耕作することから、今回の農地取得に関して耕作及び管理については問題ないものと

判断されます。許可条件についてですが、Ａ４の許可基準一覧をご覧ください。番号２番です。

特に不許可の要件に該当する項目はありません。 
以上のことから、大石唯生さんの農地法第３条第２項に規定される農地取得について、不許可

の要件にいずれにも該当しないため問題ないものと思われます。 
また、地域計画及び墓地についても確認しました。 
以上です。 

議長 次に、３番について、事務局の説明を求めます。 

阿部主査 番号３番、申請人、譲渡人、杵築横城、永松壮一、７９歳、譲受人、杵築横城、永松壮志、３

５歳、申請の土地、大字横城字石垣、地番３９２番、地目、台帳現況ともに田、地積１５８㎡、

他２筆、合計３筆の３０６㎡。譲受人の経営面積は、田畑合わせて２８．４aです。理由は、子

への贈与、親からの受贈です。 
以上です。 

議長 ３番について、長友礼子農業委員より説明願います。 
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長友委員 １月１９日に事務局と委員と現地確認を行いました。場所は国道213号線から横城方面にあが

って突き当りの家が永松さんの自宅ですが、その周辺となっています。自宅隣接地は白菜等の野

菜がすでに植えられて管理されていました。道路沿い下側の土地は草刈りされていて管理されて

いる状態でした。もうひとつは横城公民館の横にある土地ですが、管理されていてすぐに野菜を

植えられる状態でした。譲渡人は体調が悪く、立ち合いのときも立っているのもままならない状

態でした。息子が管理している状態でしたので、息子に贈与して引き続き野菜等を植えて管理す

るとのことで、問題ないと思います。 
議長 許可基準について事務局より説明願います。 

阿部主査 許可基準です。今回、親子間で贈与の話がまとまったため申請となりました。譲受人は、飲食

店勤務ですが、週末には譲渡人である父親と共に野菜等を栽培しながら農地を管理していくこと

から、今回の農地取得に関して耕作及び管理については問題ないものと判断されます。許可条件

についてですが、Ａ４の許可基準一覧をご覧ください。番号３番です。特に不許可の要件に該当

する項目はありません。 
以上のことから、永松壮志さんの農地法第３条第２項に規定される農地取得について、不許可

の要件にいずれにも該当しないため問題ないものと思われます。 
また、地域計画及び墓地についても確認しました。 
以上です。 

議長 次に、４番について、事務局の説明を求めます。 

阿部主査 番号４番、申請人、譲渡人、埼玉県、中川千佐子、７６歳。譲受人、杵築奈多区、中川英樹、

５１歳。申請の土地、大字奈多字中、地番１３７３番１、地目、台帳、現況ともに田、地積８５

６㎡、合計１筆の８５６㎡。譲受人の経営面積は、田畑合わせて５１．２a。理由は、市外在住の

ため、相手方の要望です。 
以上です。 

議長 ４番について、長友礼子農業委員より説明願います。 

長友委員 この案件も１月１９日で現地確認を行いました。譲受人は畜産を広く行っています。譲渡人は

叔母にあたるようです。譲受人が親族として管理していましたが、譲渡人が高齢で誰も受け手が

いないとのことで、譲渡人に贈与して管理していただくとのことです。問題ないと思います。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

阿部主査 許可基準です。今回、市外在住で農地の管理が困難な譲渡人と、既に申請地を耕作している譲

受人との間で贈与の話がまとまったため申請となりました。譲受人は譲渡人と身内の間柄で、以

前より申請地で牧草を耕作しており、取得後も引き続き牧草を耕作していくことから、今回の農

地取得に関して、耕作及び管理については問題ないものと判断されます。許可条件についてです

が、Ａ４の許可基準一覧をご覧ください。番号４番です。特に不許可の要件に該当する項目はあ

りません。 
以上のことから、中川英樹さんの農地法第３条第２項に規定される農地取得について、不許可

の要件にいずれにも該当しないため問題ないものと思われます。 
また、地域計画及び墓地についても確認しました。 
以上です。 

議長 次に、５番について、事務局の説明を求めます。 
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阿部主査 番号５番、申請人、譲渡人、日出町、坪意博至、７６歳、譲受人、山香恒道区、三房円瑞、７

４歳、申請の土地、大字野原字ツル、地番１８７７番１、地目、台帳、現況ともに田、地積２７

４㎡、他４筆、合計５筆の２，８１３㎡。譲受人の経営面積はありません。理由は、管理が困難、

相手方の要望です。 
以上です。 

議長 ５番について、甲斐義信農地委員より説明願います。 

甲斐委員 １月２１日に委員と事務局2名と譲渡人と現地確認を行いました。譲渡人は日出町に住んでい

ますが、体調が悪く、入退院を繰り返している状態です。山香町に帰ることもほとんどなく、

管理・維持が困難であるということから、近所の譲受人にお願いしたという流れになります。

譲受人は近辺に畑を所有しており、野菜等を作っています。今後は現状のまま維持管理を行っ

ていくようです。 

議長 ５番について、小野弘文農業委員よりご意見があればお願いします。 

小野委員 譲受人は息子がおり、畑仕事をよく行っているようなので、農地の管理について問題なく取り

組んでいけると思います。 
議長 許可基準について事務局より説明願います。 

阿部主査 許可基準です。今回、市外在住で農地の管理が困難な譲渡人と、申請地周辺に居住する譲受人

との間で贈与の話がまとまったため申請となりました。譲受人は譲渡人と知人であり、譲渡人か

ら、農地の管理を依頼され、譲り受けることとなりました。取得後は、さつまいも等の野菜及び、

水稲を耕作する計画であり、水稲については共に耕作する者もいることから、今回の農地取得に

関して、耕作及び管理については問題ないものと判断されます。許可条件についてですが、Ａ４

の許可基準一覧をご覧ください。番号５番です。特に不許可の要件に該当する項目はありません。 
以上のことから、三房円瑞さんの農地法第３条第２項に規定される農地取得について、不許可

の要件にいずれにも該当しないため問題ないものと思われます。 
また、地域計画及び墓地についても確認しました。 
以上です。 

議長 次に、６番及び７番につきましては関連がありますので、一括して事務局の説明を求めます。 

阿部主査 番号６番と番号7番について併せて説明します。 
申請人、譲渡人は、番号６番、番号7番共に、山香上市区、瀬戸儀六、９０歳。譲受人は、番号

６番、山香山浦北部（浦篠）、緒方薫、７１歳、番号７番は、宇佐市、長野義徳、７８歳。番号

６番の申請の土地は、大字山浦字トビマツ、地番３６４番２、地目、台帳現況ともに畑、地積１,
９６６㎡、合計１筆の１，９６６㎡、譲受人の経営面積、田畑合わせて１，９４２．６a。理由

は、管理が困難、相手方の要望です。 
番号７番の申請の土地は、大字山浦字浦篠、地番２４９１番７、地目、台帳現況ともに畑、地

積９７２㎡、他２筆、合計３筆の４，６８７㎡。譲受人の経営面積は、田畑合わせて７６．７a。
理由は、管理が困難、相手方の要望です。 

以上です。 
議長 ６番及び７番について、豊田健二農地委員より説明願います。 

豊田委員 １月２１日に事務局と委員と本人で現地確認を行いました。譲受人の緒方さんについては、山

浦地区は現在ハーブを主に作っていますが、その役員をしています。山浦小学校の高台のところ
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にあります。元々草が生えていましたが、現在は綺麗に草刈りされていて、今後はハーブを植え

ていくようです。もう一方の長野さんは宇佐市の人ですが、相当前から作っている人です。相手

は管理が困難とのことで、その隣接地を持っていた長野さんにお願いしたようです。審議をお願

いします。 

議長 ６番及び７番について、岩尾一也農業委員よりご意見があればお願いします。 

岩尾委員 ６番についてはハーブを植えていた土地で瀬戸さんも一緒にやっていましたが、歳で出来なく

なり、娘から緒方さんへ何とかしてほしいとお願いして、贈与する話となったようです。審議を

お願いします。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

阿部主査 許可基準です。今回、管理が困難な譲渡人と、申請地周辺で耕作を行っている譲受人との間で、

番号６番については贈与、番号７番については売買の話がまとまったため申請となりました。 
譲渡人は、高齢かつ体も不自由になっていることから、耕作及び管理が困難となり、譲渡人の

娘の依頼により、譲受人が管理することとなりました。番号６番の譲受人は、山浦地区で息子と

共に水稲などを広範囲で耕作しており、申請地では、ハーブ等の野草を栽培し管理していきます。

番号7番の譲受人は、申請地周辺でも水稲、麦などを耕作しており、申請地でも、周辺農地同様、

水稲、麦及び大豆などを耕作することから、今回の農地取得に関して、番号６番、７番共に耕作

及び管理については問題ないものと判断されます。許可条件についてですが、Ａ４の許可基準一

覧をご覧ください。番号６番・及び番号７番です。特に不許可の要件に該当する項目はありませ

ん。 
以上のことから、緒方薫さん及び長野義徳さんの農地法第３条第２項に規定される農地取得に

ついて、不許可の要件にいずれにも該当しないため問題ないものと思われます。 
また、地域計画及び墓地についても確認しました。 
以上です。 

議長 次に、８番について、事務局の説明を求めます。 

阿部主査 番号８番、申請人、譲渡人、大田永松区、宇留嶋哲郎、７５歳、譲受人、大田永松区、坂本啓、

６６歳。申請の土地、大字永松字松本、地番８１番１、地目、台帳、現況ともに畑、地積３２９

㎡、合計１筆の３２９㎡。譲受人の経営面積は、田畑合わせて９７．６a。理由は、管理が困難、

相手方の要望です。 
以上です。 

議長 ８番について、野田由紀農地委員より説明願います。 

野田委員 １月２０日に委員と事務局2名と譲渡人で現地確認を行いました。宅地の横にあり、家の近所

に土地がないので、宅地に農業用倉庫を建てて、その横に家庭菜園の野菜を作りたいとのことで

す。問題ないと思います。譲受人は６６歳ですが、息子が水稲を作っており、仕事をしながら休

みを取って作業をしているようですので、問題ないと思います。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

阿部主査 許可基準です。今回、管理が困難な譲渡人と、申請地周辺に居住し、耕作を行っている譲受人

との間で売買の話がまとまったため申請となりました。譲受人は、申請地と隣接する宅地も取得

し、申請地同様、管理いたします。申請地では、後継者と共に、大根、さつまいもなどの野菜を

栽培して管理していくことから、今回の農地取得に関して、耕作及び管理については問題ないも
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のと判断されます。許可条件についてですが、Ａ４の許可基準一覧をご覧ください。番号８番で

す。特に不許可の要件に該当する項目はありません。 
以上のことから、坂本啓さんの農地法第３条第２項に規定される農地取得について、不許可の

要件にいずれにも該当しないため問題ないものと思われます。 
また、地域計画及び墓地についても確認しました。 
以上です。 

議長 只今、「議案第４６号」について、事務局の説明及び地区担当委員より意見がございましたが、

各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 
各委員 意見・質疑なしとの声あり 

議長 お諮りいたします。「議案第４６号」については、農地法第3条第1項により、許可することに

ご異議ございませんか。 

各委員 異議なしとの声あり 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第４６号」については、これを許可することに決しま

す。 

議長 次に、「議案第４７号」「農地法第４条の申請について」を議題といたします。１番及び2番に

つきましては関連がありますので、一括して事務局の説明を求めます。 

梶原主査 事務局の梶原です。よろしくお願いします。 
議案書４ページをお開きください。 
議案第４７号 農地法第４条の申請について 
農地法第４条第１項により、下記のとおり許可申請があったので、これを許可することについ

て意見を求める。 
番号１番、申請者、山香福林区、久保恒子、７６歳、無職。申請の土地、大字野原字大久保、

地番２６３６番、地目畑、地積１３６９㎡、合計１筆の１３６９㎡。 
番号２番、申請者、大分市、久保逸男、８６歳、無職。申請の土地、大字野原字大久保、地番

２６３７番、地目、畑、地積８０２㎡、合計１筆の８０２㎡。申請内容、農業用施設用地（農機

具置場・堆肥置場・駐車場）として。申請理由、申請地は、太陽光発電施設設置工事のための現

場事務所及び資材置場用地として、令和7年1月7日付で農地法第５条の一時転用許可を受け、造

成して法人へ貸していたが、一時転用完了後は農地に復元せず、現状のまま近隣の営農者が利用

できる農業用施設用地として有効活用したい。こちらは第２種農地です。 
以上です。 

議長 １番及び2番について、甲斐義信農地委員より説明願います。 

甲斐委員 久保さんは太陽光発電のために令和7年に一時転用の許可を受けて貸していました。その後は

復元せず、土地の前にある農業法人こめ・こめ・くらぶの施設用地として利用するようです。 

議長 １番及び2番について、小野弘文農業委員よりご意見があればお願いします。 

小野委員 もともとは復元の予定でしたが、隣接地で農業法人こめ・こめ・くらぶが白ネギを作っている

土地があり、付近の土地を荒れないように管理しているとのことで、今回の土地も復元すると竹

が入ってきて管理が難しくなるので、法人の倉庫等の用地として利用するという申し出がありま

した。審議をお願いします。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 
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梶原主査 申請地は、近隣で太陽光パネル設置工事を行うための現場事務所、資材置場用地として、昨年

の１月に一時転用の許可を取得していた土地であり、当時の転用者だった株式会社ブルーパワー

コンストラクションと土地所有者との間で、昨年１２月末までの１年間、賃貸借契約を交わして

いました。パネル設置工事完了後、「期限までに農地に復元して返却すること」を条件に一時転

用許可していましたが、土地所有者２名より「農地に戻しても管理ができず、将来的に荒廃して

イノシシの住処になってしまう。復元せず現状のまま引き渡して欲しい。近くで農業を営む個人

や農事組合法人に貸して有効活用したい。」との申し出があり、今回の申請になりました。 
まず、立地基準です。 
申請地は、農業に対する公共投資の対象となっていない生産性の低い農地であることから「第

２種農地」と判断されます。「第２種農地」は農地以外の土地や第３種農地が近くにないか、申

請地でないと目的を達成できない場合のみ許可出来ます。 
一度、農地に戻してから転用許可を取得し、再度、造成工事を行うことが著しく不経済である

こと、改めて代替地を検討するよりも、申請地を現状のまま利用する方が地域農業にとって合理

的かつ有益でることから、当該地以外の土地では目的が達成できません。 
また、この土地は農用地区域内農地ですが、使用目的の用途変更済みであることを確認してお

ります。 
次に、一般基準です。 
申請地２筆の北側は畑及び公衆用道路、東側は山林及び公衆用道路、西側は畑、南側は山林に

それぞれ接しており、今回の転用に関して隣接する土地所有者からの承諾書が添付されていま

す。 
土地利用計画につきましては、２６３６番は耕作土及び完熟処理済み堆肥の仮置き場所、２６

３７番は農機具置場、駐車場として利用する計画で、砕石が既に敷かれて造成されており、周囲

にフェンスも設置されています。 
追加での工事等は行わず、現状のまま利用する計画です。 
排水計画につきましては、これまで通り北側の市道側溝に接続予定であり、排水に関して各関

係機関・関係者とは協議済みです。 
資金計画につきましても、現状のまま利用するため新たな費用は発生しません。 
以上のことから、立地基準及び一般基準ともに許可基準を満たしており、申請は許可相当と考

えられます。 
以上です。 

議長 只今、「議案第４７号」について、事務局の説明及び地区担当委員による意見がございました

が、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 

緒方委員 この件は久保さんが直接利用するわけではないので、第三者が使うなら５条申請となると思い

ますが、そのあたりの整理はどうなっていますか？ 

梶原主査 主に名前が挙がったこめ・こめ・くらぶさんは３年ほどはできるかな？という感じで、まだ先々

の見通しが経っていない状態です。５条申請をしてしまうと、ずっと当該法人が管理しなければ

ならなくなります。周りに個人の農家もいますので、周囲の農家・農業法人へ貸す倉庫用地とし

て地主自身が管理する、という整理をさせていただきました。 

議長 ほかにありますか？ なければこれにて討論を終結いたします。 

議長 お諮りいたします。「議案第４７号」については、農地法第４条第１項により、許可すること
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にご異議ございませんか。 

各委員 異議なしとの声あり 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第４７号」ついては、これを許可することに決します。 

議長 次に「議案第４８号」「非農地証明願いについて」の3番を議題といたします。番号３番につい

ては、農業委員会等に関する法律第３１条「議事参与の制限」に抵触しますので、三浦 政己委

員には退出していただきたいと思います。 

 ＜ 三浦政己委員、退出 ＞ 

議長 それでは事務局の説明を求めます。 

梶原主査 議案書５ページをお開きください。 
議案第４８号「非農地証明願いについて」農地に該当しない旨の証明願いが下記の者より提出

されたので、証明書を発行してよいか意見を求める。 
議案書６ページです。番号３番、申請者、杵築守江区、三浦政己、申請の土地、大字守江字後

畑、地番１５６２番１、地目田、地積４９２㎡、外１筆、合計２筆の７９９㎡。申請地の状況は

原野で、転用又は耕作放棄された理由は、父の代の平成１７年頃まではお米を作っていたが、高

齢になったこと、農地としての管理も困難になったことから、やむなく耕作を断念したとのこと

です。 
以上です。 

議長 ３番について、長友礼子農業委員より説明願います。 

長友委員 1月19日、事務局2名と委員と現地確認を行いました。川を沿って鍋倉ダムへ向かう途中の土地

です。昔は田だったようですが、水路もなく、とても耕作できる状態ではありませんでした。申

請者も年齢がそこそこで耕作が難しいとのことでした。審議をお願いします。 

議長 証明書発行基準について、事務局より説明願います。 

梶原主査 現地を１月１９日に、三浦農地委員、長友農業委員と確認しました。申請者は、平成２７年に

相続により申請地を取得しています。ラミネートされてある「非農地証明書発行基準一覧表」を

ご覧ください。申請地の現況は、証明書発行基準第２の４に該当します。また、この土地は令和

８年１月２０日受付分で農用地区域からの除外申請中であり、各関係機関・関係者とは協議済み

です。 
今後、農業的利用を図るための整備が計画されている土地ではないと判断できるため、非農地

証明の発行が可能な土地であると考えられます。 
今後の予定についてですが、地目変更の後に、原野として管理するとのことです。 
以上です。 

議長 只今、「議案第４８号」の３番について、事務局の説明及び地区担当委員による意見がござい

ましたが、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 

各委員 意見・質疑なしとの声あり 

議長 お諮りいたします。「議案第４８号」については、農地に該当しないため、 非農地証明書を

発行することに、ご異議ございませんか。 

各委員 異議なしとの声あり 
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議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第４８号」の3番については、非農地証明書を発行する

ことに決します。 

議長 それでは、「議事参与の制限」が解かれた三浦 政己委員に、事務局より議事への参加を要請

して下さい。 
 ＜ 三浦政己委員、入室 ＞ 

議長 次に、「議案第４２号」の１番から２番及び4番から5番を議題といたします。１番について、

事務局の説明を求めます。 

梶原主査 議案書５ページに戻ります。番号１番、申請者、日出町、興田秀男、申請の土地、大字猪尾字

砂田、地番４８９番２、地目田、地積９８４㎡、合計１筆の９８４㎡。申請地の状況は雑種地で、

転用又は耕作放棄された理由は、昭和６２年頃に、農地法の許可を得ることなく駐車場として造

成し、隣接土地所有者の法人に貸してしまったとのことです。 
以上です。 

議長 １番について、杉本幸雄農地委員より説明願います。 

杉本委員  現地は砂利が敷かれて駐車場となっていますが、裏は八坂川で、周辺が竹林となっていました。

毎日目にする土地でしたが、この周辺が田という認識がないような場所でして、ここ１年ほどで

竹を刈って申請が上がったとのことでした。当日は委員と事務局２名と持ち主の代理人で現地立

ち合いを行いました。現状は田んぼに戻すことができないような状態です。 

議長 1番について、古宮輝美農業委員よりご意見があればお願いします。 

古宮（輝）

委員 

３～４年前に息子が退職して帰ってきて、ここだけでなくほかの土地も美しく管理しています

ので、ここもちゃんと管理してくれると思います。 

議長 証明書発行基準について、事務局より説明願います。 

梶原主査 現地を１月１６日に、杉本農地委員、古宮農業委員と確認しました。 
申請者は、昭和６２年に相続により申請地を取得しています。 
当時、農地法を認識しておらず、砕石を敷き造成して貸してしまったとのことで、このことに

ついては始末書が提出されています 
申請地の現況は、証明書発行基準第２の５に該当します。また、この土地が農用地区域外でa

ことを確認しています。 
今後、農業的利用を図るための整備が計画されている土地ではないと判断できるため、非農地

証明の発行が可能な土地でると考えられます。 
今後の予定についてですが、地目変更の後に、息子へ名義変更し、引き続き法人に貸す予定と

のことです。 
以上です。 

議長 次に、２番について、事務局の説明を求めます。 

梶原主査 番号２番、申請者、杵築横城区、永松壮一、申請の土地、大字横城字高岩、地番７２番、地目、

田、地積３２０㎡、外８筆、合計９筆の２５４３㎡。申請地の状況は宅地・山林・原野で、転用

又は耕作放棄された理由は、393番1、395番1については、平成１５年頃に農地法の許可を得るこ

となく宅地の一部に造成、及び倉庫を建築してしまった。その他の土地については、平成２７年

頃まではお米や野菜を作っていたが、高齢になったこと、傾斜地で管理も困難なことから、やむ

なく耕作を断念したとのことです。 
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以上です。 

議長 ２番について、長友礼子農業委員より説明願います。 

長友委員 ３条申請があった永松さんの案件です。393番地と395番地については、倉庫兼たくさん飼って

いる犬の小屋という感じでした。他の土地については山林状態であり、立地条件が悪く、体調が

悪い永松さんと仕事をしている息子さんが耕作するのは可哀そうなほどの状態でした。作れる土

地については３条申請で耕作していくようです。 
議長 許可基準について事務局より説明願います。 

梶原主査 現地を１月１９日に、古宮農地委員、長友農業委員と確認しました。申請者は、平成１９年に

相続により申請地を取得しています。うち２筆については、平成１５年頃に農地法を認識してお

らず倉庫・宅地の一部として無断転用してしまったとのことで、このことについては始末書が提

出されています。申請地の現況は、証明書発行基準第２の５及び２の４に該当します。また、申

請地のうち５筆は令和８年１月２０日受付分で農用地区域からの除外申請中であり、各関係機

関・関係者とは協議済みです。 
今後、農業的利用を図るための整備が計画されている土地ではないと判断できるため、非農地

証明の発行が可能な土地であると考えられます。 
今後の予定についてですが、地目変更の後に、息子の名義へ変更するとのことです。 
以上です。 

議長 次に、４番について、事務局の説明を求めます。 

梶原主査 番号４番、申請者、日出町、坪意博至、申請の土地、大字野原字神塩、地番１８９２番１、地

目畑、地積１５㎡、合計１筆の１５㎡。申請地の状況は雑種地で、転用又は耕作放棄された理由

は、平成１７年頃に、農地法の許可を得ることなくお墓を建てるための基礎部分を建立してしま

ったとのことです。 
以上です。 

議長 ４番について、甲斐義信農地委員より説明願います。 

甲斐委員 先ほど３条申請があった久保さんの土地に面しています。地目は畑ですが、平成１７年に造成

をしています。このまま元に戻すのは困難ですので、非農地として申請がありました。 
議長 ４番について、小野弘文農業委員よりご意見があればお願いします。 

小野委員 本人はお墓を建てるつもりで造成したようですが、今は建っていません。造成した土地だけが

残っている状態です。審議をお願いします。 
議長 許可基準について事務局より説明願います。 

梶原主査 現地を１月２１日に、甲斐農地委員、小野農業委員と確認しました。申請者は、平成２１年に

相続により申請地を取得しています。平成１７年頃に、許可を得ることなくお墓の基礎部分とし

て無断転用してしまったとのことで、このことについては始末書が提出されています。申請地の

現況は、証明書発行基準第２の５に該当します。また、この土地が農用地区域外であることを確

認しています。 
今後、農業的利用を図るための整備が計画されている土地ではないと判断できるため、非農地

証明の発行が可能な土地であると考えられます。 
今後の予定についてですが、地目変更の後に、お墓は建てず現状のまま管理するとのことです。 
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以上です。 

議長 次に、５番について、事務局の説明を求めます。 

梶原主査 番号５番、申請者、山香上市区、瀬戸儀六、申請の土地、大字山浦字トビマツ、地番３６４番

１、地目畑、地積６５４１㎡、合計１筆の６５４１㎡。申請地の状況は山林で、転用又は耕作放

棄された理由は、令和元年頃までは、広大な申請地の一部に果樹などを植えていたが、高齢にな

ったこと、傾斜地で管理も困難なことから、やむなく耕作を断念したとのことです。 
以上です。 

議長 ５番について、豊田健二農地委員より説明願います。 

豊田委員 隣接地で梨が栽培されていました。管理ができないということで、今回の申請となったようで

す。 
議長 ５番について、岩尾一也農業委員よりご意見があればお願いします。 

岩尾委員 周りの土地については緒方さんへ受け渡しているようです。この土地についても将来的に引き

渡すかもしれませんが、現状の状態だと農地として使えないため非農地にするようです。 
議長 許可基準について事務局より説明願います。 

梶原主査 現地を１月２１日に、豊田農地委員、岩尾農業委員と確認しました。申請者は、平成１６年に

相続により申請地を取得しています。申請地の現況は、証明書発行基準第２の４に該当します。 
また、この土地は令和８年１月２０日受付分で農用地区域からの除外申請中であり、各関係機

関・関係者とは協議済みです。 
今後、農業的利用を図るための整備が計画されている土地ではないと判断できるため、非農地

証明の発行が可能な土地であると考えられます。 
今後の予定についてですが、地目変更の後に、周辺の農地と併せて譲渡するとのことです。 
以上です。 

議長 只今、「議案第４８号」の1番から2番及び4番から5番について、事務局の説明及び地区担当委

員による意見がございましたが、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 
各委員 意見なしとの声あり 

議長 お諮りいたします。「議案第４７号」の1番から2番及び4番から5番については、農地に該当し

ないため、 非農地証明書を発行することに、ご異議ございませんか。 
各委員 異議なしとの声あり 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第４７号」の1番から2番及び4番から5番については、

非農地証明書を発行することに決します。 
議長 次に、「議案第４９号」「農用地利用集積等促進計画（案）に対する意見について」の１番及

び２番について議題といたします。番号１番及び２番については、農業委員会等に関する法律第

３１条「議事参与の制限」に抵触しますので、加藤 定一委員には退出していただきたいと思い

ます。 
 ＜ 加藤定一委員、退出 ＞ 

議長 それでは事務局の説明を求めます。 

阿部主査 議案書７ページをお開きください。 
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「議案第４９号」「農用地利用集積等促進計画(案)」に対する意見について   
農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定により、農用地利用集積等促進計

画(案) について意見を求める。 
今回も前回同様、貸人、公社、借人といった一連の流れで、ご説明いたします。 
それではまず、番号１番と番号２番の案件について説明します。 
番号１番、申請人、貸人、山香恒道区、（故）都甲忠良の相続人都合君枝、７８歳。申請の土

地、大字野原字石田、地番１５２０番、地目田、地積１，０３１㎡、他６筆、計７筆７，２７１

㎡の土地につきましては、公益社団法人大分県農業農村振興公社理事長岡本天津男を通し、番号

２番 借人、山香倉成区、加藤定一、５１歳への貸付となります。耕作作物は水稲です。設定期

間は１０年新規、借人の経営面積は、田畑合わせて４３７．７aです。 
以上です。 

議長 只今、「議案第４９号」の１番及び２番ついて、事務局より説明がございましたが、各委員の

ご意見・ご質疑はございませんか。 
各委員 意見・質疑なしとの声あり 

議長 お諮りいたします。「議案第４９号」の１番及び２番については、農地中間管理事業の推進に

関する法律第１８条第３項により、「意見なし」とすることにご異議ございませんか。 
各委員 異議なしとの声あり 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第４９号」の１番及び２番については、「意見なし」

として報告します。 
議長 それでは、「議事参与の制限」が解かれた加藤定一委員に、事務局より議事への参加を要請し

て下さい。 
 ＜ 加藤定一委員、入室 ＞ 

議長 次に、「議案第４９号」の３番から１８番について議題といたします。事務局の説明を求めま

す。 
阿部主査 続きまして、議案書８ページをお開き下さい。 

番号３番から番号１０番について、併せてご説明いたします。 
番号３番 貸人、別府市、坪井久行、番号４番 貸人、大阪府、坪井徳吉、番号５番 貸人、

別府市、都甲文雄、番号６番 貸人、大阪府、甲斐正信、番号７番 貸人、山香沓掛区、小野正

幹、番号８番 貸人、大分市、小手川志摩子、番号９番 貸人、大分市、渡邉セイ子、の申請の

土地、全２２筆、３９，４９０㎡ の土地につきましては、公益社団法人 大分県農業農村振興公

社 理事長 岡本天津男を通し、番号１０番 借人、山香 野原区、農事組合法人 こめ・こめ・

くらぶ、設立１９年への貸付となります。耕作作物は水稲です。設定期間は３年、新規、借人の

経営面積は、田畑合わせて８７３．８aです。 
続きまして、議案書１０ページをお開き下さい。番号１１番と番号１２番について併せて説明

します。 
番号１１番 申請人、貸人、山香山浦北部（城野尾）、佐藤清人、７８歳、申請の土地、大字

山浦字城野尾、地番１６２７番１、地目田、地積１，３４７㎡ 他２筆、計３筆５，６２６㎡ の

土地につきましては、公益社団法人 大分県農業農村振興公社 理事長 岡本天津男を通し、 
番号１２番 借人、山香山浦北部（城野尾）、高山孝義、７７歳への貸付となります。耕作作
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物は水稲です。設定期間は１０年新規、借人の経営面積は、田畑合わせて２８２．２aです。 
続きまして、番号１３番と番号１４番について併せて説明します。 
番号１３番 申請人、貸人、山香山浦西部（谷）、甲斐義啓、７７歳、申請の土地、大字山浦

字浦篠、地番２６１０番、地目田、地積２,１７６㎡ 計４筆の土地につきましては、公益社団法

人大分県農業農村振興公社理事長岡本天津男を通し、番号１４番 借人、宇佐市、山口修次 へ

の貸付となります。耕作作物は水稲です。設定期間は１０年新規、借人の経営面積は、田畑合わ

せて７３．０aです。 
続きまして、番号１５番と番号１６番について併せて説明します。番号１５番の申請人、貸人、

別府市、工藤昭典、申請の土地、大字山浦字本篠、３２３５番２、地目田、地積３０１㎡ 他６

筆、計７筆の土地につきましては、公益社団法人 大分県農業農村振興公社 理事長 岡本天津

男を通し、番号１６番の申請人、借人、山浦北部（浦篠）、緒方優、４６歳への貸付となります。 
耕作作物は水稲です。設定期間は１０年再設定、借人の経営面積は、田畑合わせて１，９４６．

１aです。 
なお、これまで紹介しました案件の、土地及び契約内容の詳細につきましては、議案書１３ペ

ージから１９ページまでの農用地貸付調書に記載していますので、各自、お読み取りください。 
議案書１１ページをお開き下さい。 
番号１７番と番号１８番について併せてご説明します。 
番号１７番 申請人、貸人、大田下沓掛１区、（故）小関重行の相続人、小関伸介、５４歳、

申請の土地、大田沓掛字小ヶ倉、地番３０１３番、地目田、地積９５９㎡ 計１筆の土地につき

ましては、公益社団法人大分県農業農村振興公社理事長岡本天津男を通し、番号１８番 借人、

大田永松区、株式会社URUSHIMA企画代表取締役宇留嶋雄蔵、設立６年への貸付となります。 
耕作作物は水稲です。設定期間は１０年新規、借人の経営面積は、田畑合わせて１,６０１．１

aです。 
以上です。 

議長 只今、「議案第４９号」の３番から１８番について、事務局より説明がございましたが、各委

員のご意見・ご質疑はございませんか。 
各委員 意見・質疑なしとの声あり 

議長 お諮りいたします。「議案第４９号」の３番から１８番については、農地中間管理事業の推進

に関する法律第１８条第３項により、「意見なし」とすることにご異議ございませんか。 
各委員 異議なしとの声あり 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第４９号」の３番から１８番については、「意見なし」

として報告します。 
議長 次に、「議案第５０号」「農用地利用集積等促進計画（案）の所有権移転について」を議題と

いたします。事務局の説明を求めます。 
阿部主査 続きまして議案書２０ページをお開きください。 

「議案第５０号」、農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条１１項の規定に基づき、農

用地利用集積等促進計画を定めることについて要請してよいか意見を求める。 
ア．所有権の移転（公社からの売渡） 
この案件は、令和７年１２月５日、第９回総会の議案第４１号で承認いただきました、譲渡人、

松野文枝氏から公社が買入を行っていたもので、次の段階として、今度は、公社から譲受人、株
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式会社URUSHIMA企画への売渡しとなるものです。 
番号１番、申請人、譲渡人、大分市、公益社団法人大分県農業農村振興公社理事長岡本天津男、

申請の土地、大字波多方字丸田、地番４５３２番、地目、田、地積２０３８㎡、他３筆、合計４

筆の６，３４１㎡。農地売買等支援事業による公社への売渡となります。 
よって、今回の大分県農業農村振興公社からの売渡は、番号１番の売り手農家数１戸、買い手

農家数１戸、ア.所有権の移転面積は６，３４１㎡です。 
続きまして、イ．所有権の移転（公社への買入）。この案件も、公社を通じ、売買による所有

権移転となります。 
番号２番、申請人、譲渡人、大分市、中山田基寛、譲受人、大分市、公益社団法人大分県農業

農村振興公社理事長岡本天津男、申請の土地、大字波多方字ムタ、地番４３６０番、地目、田、

地積２,４３２㎡、他５筆、合計６筆の１０，８１２㎡。農地売買等支援事業による公社買入とな

ります。譲受人の経営面積は、公社のためありません。 
今後の総会において、公社から借人のURUSHIMA企画へ売渡し案件としてあがる予定です。 
今回の大分県農業農村振興公社への買入は、番号１番の売り手農家数１戸、買い手農家数１戸、

イ．所有権の移転面積は１０，８１２㎡です。 
以上です。 

議長 只今、「議案第５０号」について、事務局より説明がございましたが、各委員のご意見・ご質

疑はございませんか。 
各委員 意見・質疑なしとの声あり 

議長 お諮りいたします。「議案第５０号」については、農地中間管理事業の推進に関する法律第１

８条第１１項の規定に基づき、農用地利用集積等促進計画を定めることについて要請することに

ご異議ございませんか。 
各委員 異議なしとの声あり 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案５０号」については、農用地利用集積等促進計画を定

めることを要請することに決します。 
議長 次に、「議案第５１号」「令和８年度農作業標準料金の設定について」を議題といたします。

事務局の説明を求めます。 
中根次長 農地・管理係の中根です。よろしくお願いします。 

 それでは、議案書２１ページと本日お手元にお配りしている「令和８年度農作業標準料金一

覧表」をごらんください。 
「議案第５１号」「令和８年度農作業標準料金の設定について」 
下記のとおり、令和８年度農作業標準料金について設定を行いたいので、意見を求める。 
別紙１をご覧ください。表が作業料金、裏が乾燥の別表になっています。 
作業料金につきましては、税抜き価格で記載しています。 
さる１月２８日に、令和８年度農作業標準料金検討会を開催しました。 
検討会の構成員は会長、副会長、杵築・山香・大田地区の代表委員および推進委員、農林水産

課長、活性化センター所長、JAおおいた東部事業部、及び事務局です。 
内容につきましては、昨年度は、昨今の物価上昇や原油価格の高騰、人件費の上昇を考慮して、

作業料金については２００円程度、人件費については１００円の引き上げをおこないました。今

年度につきましても、米価の高騰、物価上昇や人件費の上昇等が続いている中、多くの委員から
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やはり引き上げるのが妥当ではないかとの意見いただいたので、そういった部分を考慮して、作

業料金、人件費ともに概ね１００円程度の引き上げをおこないました。 
なかなかこれと言った根拠を示すのに苦慮していますが、来年度以降も他市の状況や関係機関

の状況と比較しながら、安易に値上げするのではなく、しっかりとした根拠を持って料金改正に

努めるよう努力していきます。 
なお、この作業料金はあくまでも標準ですので、耕作条件等により当事者間の契約の参考とし

ていただくものになります。 
施行日は、令和８年４月１日の予定です。 
本日、承認をいただきましたら、その後、施行日に合わせて市のホームページでも公表すると

ともに、広報きつき４月号にも掲載いたします。 
以上、ご審議のほどよろしくお願いします。 

議長 只今、「議案第５１号」について、事務局より説明がございましたが、各委員のご意見・ご質

疑はございませんか。 
各委員 意見・質疑なしとの声あり 

議長 お諮りいたします。「議案第５１号」について、これを設定することに、ご異議ございません

か。 
各委員 異議なしとの声あり 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第５１号」は、これを設定することに決します。 

議長 これで、本日提案されました議案の審議はすべて終了しましたが、「報告第１２号」がありま

すので、事務局より報告願います。 
阿部主査 議案書２２ページをお開きください。 

報告第１２号 農地法第１８条第６項の規定による賃借権並びに使用貸借権の解約受理につ

いて。下記の土地について農地法第１８条第６項の規定による賃借権並びに使用貸借権の合意解

約が成立したので報告します。 
番号１番と番号２番についてですが、関連がございますので併せてご報告します。番号１番の

借人、山香井手の上区、河野翔太、２９歳が公益社団法人大分県農業農村振興公社を通し借り入

れている土地、大字山浦字定野尾１５４１番１、地目田、地積１，４００㎡ 他５筆、合計６筆

を番号２番の貸人、山香山浦北部（城野尾）、羽田弘𠮷、９５歳へ返還するための合意解約です。

借人、河野翔太氏の耕作農地の整理のためです。 
続きまして、番号３番と議案書２３ページの番号４番・５番につきましても、関連がございま

すので併せてご報告します。番号３番、借人、山香、井手の上区 河野翔太、２９歳が公益社団

法人 大分県農業農村振興公社を通し、借り入れている土地、大字山浦字城野尾１５５４番 地

目、田、地積１，８８０㎡ 他３筆、合計４筆を番号４番の貸人、山香 山浦北部（城野尾）、

羽田ケイ子、７９歳と、番号５番、貸人、山香 山浦北部（城野尾）、羽田弘𠮷、９５歳に返還

するための合意解約です。借人、河野翔太氏が耕作農地を整理するためです。 
以上です。 

議長 以上をもちまして、令和７年度第１１回杵築市農業委員会総会を閉会します。 

 （  １０  ： ４５  終了 ）  


